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先
月
の
チ
リ
地
震
で

「
死
亡
者

数
十
三
人
、
こ
の
う
ち
津
波
で
の

死
亡
者
は

二
人
」
と
い
う

ニ
ュ
ー

ス
に
驚
き
ま
し
た
。
避
難
者
は
百

万
人
。
チ
リ
政
府
は
堤
防

の
建
設

よ
り
も
住
人

の
避
難
を
徹
底
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
避
難
訓
練
が
習

慣

化

さ

れ

る

ほ

ど

の
徹

底

ぶ

り

で
、
こ
の
数
字

に
は
納
得
し
ま
し

た
。東

日
本
大
震
災
で
救
わ
れ
た
命
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避
難
道
整
備
の
署
名
提
出

は
、
先
人

の
言
い
伝
え
に
従

っ
た

人
、
避
難
訓
練
を
日
常

に
取
り
入

れ
て
い
た
人
、
災
害
を
常

に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
行
動
を
確
認

し
て
い
た
人
ら
で
す
。
ど
の
災
害

で
も
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

意

識

が

最

重

要

だ

と

痛

感

し

ま

す
。チ

リ
政
府
が
行

っ
た
津
波
防
御

の
よ
う
に
、
津
波
や
災
害

の
時
に

一
番

必

要

な

の
は

命

を

守

る

こ

と
。
瞬
時

に
命
を
守
る
行
動
は
習

慣
付
い
て
い
な
い
と
実
行

に
移
せ

な
い
も
の
で
す
。

防

災

の

あ

り

方

を

考

え

る

「
海
、
み
ら
い
！
」
防
災
女
性
学

習

会

＝
写

真

＝
を

開

い

て

い

ま

す
。
宮
城
県
気
仙
沼
市

で
昨
年
七

月
十

二
日
に
開
い
た
学
習
会
で
は

「
巨
大
防
潮
堤
よ
り
避
難
道
を
」

の
声
が
上
が
り
、
津
波
防
災
対
策

に
避
難
道
整
備
優
先
を
求
め
る
署

名
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
防
潮
堤

問
題
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て

い
る
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が

ら
、
五
千
百
人
の
署
名
を
請
願
議

員
の
手
を
経
て
国
会

へ
提
出
で
き

ま
し
た
ｏ

津
波
を
含
む
災
害
に
遭
遇
し
て

生
き
抜
い
た
人
々
が
、
三
度
と
家

族
や
友
人
、
仲
間
を
失
わ
な
い
た

め
に
災
害
時
の
行
動
を
考
え
る
と

し
た
ら
、
や
は
り
避
難
道
に
行
き

着
き
ま
す
。

避
難
を
習
慣
付
け
る

一
歩
と
し

て
、
①
市
民
は
避
難
経
路
を
自
ら

考
え
る
②
行
政
は
避
難
勧
告
に
従

わ
な
い
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
避

難
の
呼
び
か
け
や
避
難
発
令
方
法

な
ど
を
再
検
討
し
、
堤
防
な
ど
の

公
共
工
事
を
前
提
と
し
た
危
機
管

理
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
そ
の
後
に
堤
防
や
防
潮
堤

計
画
に
入
る
―
。

確
実
に
命
を
守
れ
る
避
難
対
策

こ
そ
必
要
で
す
。
請
願
の
案
件
は

国
会
で
先
月
二
十
四
日
に
審
議
さ

れ
保
留
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
¨

国
民
は
国
民
の
で
き
る
こ
と
に
、

国
会
は
国
会
の
な
す
べ
き
こ
と
に

真
剣
に
取
り
組
む
。
そ
れ
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
連
載
は
、
東
京

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
、
被

災
地

の
女
性
た
ち
が
協
力
し

て
復
興

に
取
り
組
む

「
結
結

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
の
協
力
を

得
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。


